
パブリックコメントを踏まえた新たな対策案の立案について
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パブリックコメントにおける新たな対策案の追加について
（治水対策案）

１．第２回検討の場において設楽ダムに代わる治水対策案を再評価実施要領細目で示された２６方策
から豊川に適用可能な方策を組み合わせて治水対策案を２４案を立案した。

２．パブリックコメントにおいて新たな対策案として３案の提案があった。

①「治水：松原用水頭首工付近から、国道151号線の下に放水路（大口径地下トンネル）を掘り、

三河湾に直接放流する案。」
②「豊川放水路の能力アップ。」
③「山の地下部に掘削をして、流水の貯留空間を作る。（コスト及び掘削土処理の検討が必要）」

３．治水対策案について、２４案に加えて新たな対策案３案を追加し２７案の立案とする。

●前回提示した複数の治水対策案にパブリックコメントにおいて提案のあった、新たな対
策案を追加する。
ただし、決壊しない堤防、決壊しづらい堤防は、技術上の観点からの実現性の見通し等
を考慮し、検討から除く。
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治水対策案の一覧表（１／２）

注２）河道掘削量、樹
木伐採量等の数字は
概略の数値である。

注１）治水対策案の
組み合わせは、検証
主体が独自に検討し
たものであり機械的
に組み合わせたもの
である。

・単独で大きな治水
効果が期待できるも
のも、その効果の組
み合わせ案を検討。

・効果の小さいもの
についても、幅広く
組み合わせを検討。

・特に豊川に現存す
る霞堤については河
川整備計画の目標
である霞堤地区の
浸水被害軽減も踏
まえ検討。

前回までに立案した案 今回追加した案 前回まで立案した案

設 楽 ダ ム

既存３霞
計画遊水地

既存３霞
計画遊水地

既存３霞
計画遊水地

既存３霞
計画遊水地

既存３霞
計画遊水地

既存３霞
計画遊水地

放水路（捷水路） 放水路（地下）
豊川放水路（改

築）

河道掘削
（低水路拡幅）
約35万m3掘削

河道掘削
（低水路拡幅）

約180万m3掘削

河道掘削
（低水路拡幅）

約180万m3掘削

河道掘削
（低水路拡幅）

約100万m3掘削

河道掘削
（低水路拡幅）

約100万m3掘削

河道掘削
（低水路拡幅）
約50万m3掘削

河道掘削
（低水路拡幅）
約50万m3掘削

河道掘削
（低水路拡幅）
約50万m3掘削

河道掘削
（低水路拡幅）
約45万m3掘削

河道掘削
（低水路拡幅）
約45万m3掘削

河道掘削
（低水路拡幅）
約55万m3掘削

河道掘削
（低水路拡幅）
約55万m3掘削

河道掘削
（低水路拡幅）

約180万m3掘削

河道掘削
（低水路拡幅）

約170万m3掘削

河道掘削
（低水路拡幅）

約170万m3掘削

引堤 引堤 引堤

堤防のかさ上げ 堤防のかさ上げ

樹木伐採
約20万m2伐採

樹木伐採
約45万m2伐採

樹木伐採
約45万m2伐採

樹木伐採
約30万m2伐採

樹木伐採
約30万m2伐採

樹木伐採
約20万m2伐採
※整備計画と同

程度以上

樹木伐採
約20万m2伐採
※整備計画と同

程度以上

樹木伐採
約20万m2伐採
※整備計画と同

程度以上

樹木伐採
約20万m2伐採
※整備計画と同

程度以上

樹木伐採
約20万m2伐採
※整備計画と同

程度以上

樹木伐採
約25万m2伐採

樹木伐採
約25万m2伐採

樹木伐採
約40万m2伐採

樹木伐採
約40万m2伐採

樹木伐採
約40万m2伐採

霞堤の存置

※ 浸水被害は
整備計画と同等

霞堤の存置

※ 牛川霞を含む
４霞を存置

※ 牛川を除く３
霞の浸水被害は
整備計画と同等

霞堤の存置

※ 浸水被害は
整備計画と同等

霞堤の存置

※ 浸水被害は
整備計画と同等

霞堤の存置

※ 浸水被害は
整備計画と同等

霞堤の存置

※ 浸水被害は
整備計画と同等

霞堤の存置

※ 浸水被害は
整備計画と同等

霞堤の存置

※ 浸水被害は
整備計画と同等

霞堤の存置

※ 浸水被害は
整備計画と同等

輪中堤 ピロティ建築 輪中堤 ピロティ建築 輪中堤 ピロティ建築

雨水貯留

雨水浸透

現計画 現計画の対策＋１案 現計画の対策＋１案 現計画の対策＋１案 現計画の対策＋１案 現計画の対策＋１案 現計画の対策＋２案 現計画の対策＋２案 現計画の対策＋２案 現計画の対策＋２案 現計画の対策＋１案 現計画の対策＋１案 現計画の対策＋１案 現計画の対策＋１案 現計画の対策＋１案

○ ○ ○ － － ○ － － － － ○ ○ ○ ○ ○

－ － － ○ ○ － ○ ○ ○ ○ － － － － －

霞堤を計画遊水地と
して用地買収・掘削
等により積極活用
し、輪中堤やピロティ
を設置する
農地等は地役権補
償

－ － － － － － － － － － － － － － －

3 4 6

霞堤の取扱い

ダム

1

全ての対策案に組み合わせることがよいと考えられるもの：土地利用規制、森林の保全、水田の保全、洪水の予測情報の提供等、水害保険

組み合わせ

流
域
を
中
心
と
し
た
対
策

整　備　計　画

河
川
を
中
心
と
し
た
対
策

7 25

霞堤を存置して活用

26 118 9 1052

霞堤を計画遊水地と
し、輪中堤やピロティ
を設置する
農地等は地役権補
償

12

（１）河川でできるだけ流す案



治水対策案の一覧表（２／２）

前回までに立案した案 今回追加した案

設 楽 ダ ム

宇連ダム
かさ上げ

宇連ダム
かさ上げ

宇連ダム
かさ上げ

宇連ダム
かさ上げ

宇連ダム
かさ上げ

宇連ダム
かさ上げ

地下ダム

大島ダム
かさ上げ

大島ダム
かさ上げ

大島ダム
かさ上げ

大島ダム
かさ上げ

大島ダム
かさ上げ

大島ダム
かさ上げ

旧東上霞
計画遊水地

既存３霞
計画遊水地

既存３霞
計画遊水地

既存３霞
計画遊水地

既存３霞
計画遊水地

既存３霞
計画遊水地

（開口部変更）

既存３霞
計画遊水地

（開口部変更）

河道掘削
（低水路拡幅）
約35万m3掘削

河道掘削
（低水路拡幅）

約150万m3掘削

河道掘削
（低水路拡幅）

約170万m3掘削

河道掘削
（低水路拡幅）

約150万m3掘削

河道掘削
（低水路拡幅）
約80万m3掘削

河道掘削
（低水路拡幅）
約60万m3掘削

河道掘削
（低水路拡幅）
約60万m3掘削

河道掘削
（低水路拡幅）
約45万m3掘削

河道掘削
（低水路拡幅）
約40万m3掘削

河道掘削
（低水路拡幅）
約40万m3掘削

河道掘削
（低水路拡幅）
約40万m3掘削

河道掘削
（低水路拡幅）
約25万m3掘削

河道掘削
（低水路拡幅）
約25万m3掘削

河道掘削
（低水路拡幅）
約35万m3掘削

引堤

堤防のかさ上げ 堤防のかさ上げ

樹木伐採
約20万m2伐採

樹木伐採
約40万m2伐採

樹木伐採
約40万m2伐採

樹木伐採
約40万m2伐採

樹木伐採
約30万m2伐採

樹木伐採
約25万m2伐採

樹木伐採
約25万m2伐採

樹木伐採
約20万m2伐採
※整備計画と同

程度以上

樹木伐採
約20万m2伐採
※整備計画と同

程度以上

樹木伐採
約20万m2伐採
※整備計画と同

程度以上

樹木伐採
約20万m2伐採
※整備計画と同

程度以上

樹木伐採
約25万m2伐採

樹木伐採
約25万m2伐採

樹木伐採
約25万m2伐採

霞堤の存置

※ 浸水被害は
整備計画と同等

霞堤の存置

※ 浸水被害は
整備計画と同等

霞堤の存置

※ 浸水被害は
整備計画と同等

霞堤の存置

※ 浸水被害は
整備計画と同等

霞堤の存置

※ 浸水被害は
整備計画と同等

霞堤の存置

※ 浸水被害は
整備計画と同等

霞堤の存置

※ 浸水被害は
整備計画と同等

霞堤の存置

※ 浸水被害は
整備計画と同等

輪中堤 ピロティ建築 輪中堤 ピロティ建築 輪中堤 ピロティ建築

雨水貯留 雨水貯留

雨水浸透 雨水浸透

水田の保全
（機能向上）

水田の保全
（機能向上）

現計画 現計画の対策＋１案 現計画の対策＋２案 現計画の対策＋３案 現計画の対策＋１案 現計画の対策＋２案 現計画の対策＋２案 現計画の対策＋１案 現計画の対策＋２案 現計画の対策＋２案 現計画の対策＋１案 現計画の対策＋１案 現計画の対策＋１案 現計画の対策＋１案

○ ○ ○ ○ ○ － － ○ － － ○ － － ○

－ － － － － ○ ○ － ○ ○ － － － －

霞堤を計画遊水地と
して用地買収・掘削
等により積極活用
し、輪中堤やピロティ
を設置する
農地等は地役権補
償

－ － － － － － － － － － － ○ ○ －
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霞堤の取扱い

ダム

全ての対策案に組
み合わせることがよ
いと考えられるもの：
土地利用規制 森

霞堤を計画遊水地と
し、輪中堤やピロティ
を設置する
農地等は地役権補
償

組み合わせ

流
域
を
中
心
と
し
た
対
策

整　備　計　画

河
川
を
中
心
と
し
た
対
策

全ての対策案に組み合わせることがよいと考えられるもの：土地利用規制、森林の保全、水田の保全、洪水の予測情報の提供等、水害保険

18 19

霞堤を存置して活用

（１）河川でできるだけ流す案

14 21 22 27

（２）流域でできるだけ貯留する案

24232015 16 17

注２）河道掘削量、樹
木伐採量等の数字は
概略の数値である。

注１）治水対策案の
組み合わせは、検証
主体が独自に検討し
たものであり機械的
に組み合わせたもの
である。

・単独で大きな治水
効果が期待できるも
のも、その効果の組
み合わせ案を検討。

・効果の小さいもの
についても、幅広く
組み合わせを検討。

・特に豊川に現存す
る霞堤については河
川整備計画の目標
である霞堤地区の
浸水被害軽減も踏
まえ検討。
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【河道で流す】 放水路（地下）＋河道掘削＋霞堤の存置（3霞堤）

◇治水対策案の概要
■地下に放水路を設置し洪水の一部を分流させるとともに、河川整備計画と同程度以上の河道掘削及びそれに伴う樹木伐

採を行い、河道内の水が流れる断面積を増大させる。
■地下放水路は国道１５１号線の下に設置し、洪水の一部を分流させ、三河湾へ排水する。
■下条、賀茂、金沢の各霞堤地区では霞堤を存置し洪水貯留効果を期待する。
■各霞堤地区には小堤（暫定堤防）を設置し、浸水被害を軽減する。
■河道掘削を行ったところから段階的に治水効果が発揮され、放水路完成時には安全度が大幅に向上する。
■地下放水路設置により、多くの掘削土砂が発生するため、その運搬や処理が課題となる。
■地下トンネルの他、流入施設、排水樋管等の設置が必要となる。
■総概算コスト：約5,200億円
■工期：地質調査等を行っていないため掘進量が不明であり不確定

治水対策案２５（放水路（地下）＋3霞堤存置）

※総概算コストは、概略で算定しているため変更となることがある

※治水対策案に関する関係機関との事前協議や調整は行っていない

※治水対策案の用地買収等に関わる地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない

※総概算コストには、残事業費、維持管理費等が含まれている

放水路の断面

約11 ｍ

2 本

霞堤の存置

下条霞

金沢霞

賀茂霞

放水路（地下）

組合せ対策 霞堤の取扱

○存置して活用

遊水地として活用
流す ○

貯める
現行＋1案

買収掘削等、積極活用

20,700合計

放水路延長（m）

4

治水対策案のイメージ

HWL

河畔林

整備計画(掘削・伐採)

整備計画河道

凡例

治水対策案河道

治水対策案(掘削・伐採)

現況河道

地下放水路

治水対策案のイメージ

HWL

河畔林

整備計画(掘削・伐採)

整備計画河道

凡例

治水対策案河道

治水対策案(掘削・伐採)

現況河道

整備計画(掘削・伐採)

整備計画河道

凡例

治水対策案河道

治水対策案(掘削・伐採)

現況河道

地下放水路



治水対策案26（豊川放水路改築＋河道掘削＋3霞堤存置）

【河道で流す】 豊川放水路改築＋河道掘削＋霞堤の存置（3霞堤）

◇治水対策案の概要
■豊川放水路を掘削して河道内の水が流れる面積を増大させる。
■豊川放水路上流では、河川整備計画の約５倍の河道掘削及びそれに伴う樹木伐採により、河道内の水が流れる断面

積を増大させる。
■豊川放水路分派堰の固定堰切り下げ、転倒ゲート設置による改築が必要となる。
■下条、賀茂、金沢の各霞堤地区では霞堤を存置し洪水貯留効果を期待する。
■各霞堤地区には小堤（暫定堤防）を設置し、浸水被害を軽減する。
■多くの河道掘削を行うため工事が過密となり、土砂運搬車両が沿川市街地に数分毎に往来することとなる。
■河道掘削を行ったところから段階的に治水効果が発揮され、放水路の改築完成時に安全度が大幅に向上する。
■総概算コスト：約1,200億円
■工期：約30年

掘削区間
豊川放水路改築区間

霞堤の存置

下条霞

金沢霞

賀茂霞

組合せ対策 霞堤の取扱

○存置して活用

遊水地として活用
流す ○

貯める
現行＋1案

買収掘削等、積極活用

※総概算コスト及び工期は、概略で算定しているため変更となることがある

※治水対策案に関する関係機関との事前協議や調整は行っていない

※治水対策案の用地買収等に関わる地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※総概算コストには、残事業費、維持管理費等が含まれている

豊川放水路

掘削河道の河床高

掘削量
h=0.25m

5m 110m
～170m 5m

5

固定堰切り下げ

転倒ゲート設置

放水路1.0kp～2.0kp
矢板護岸



◇対策案位置図

◇対策案の概要
■山間部の地下にダム空間を設置して洪水の一部を貯留するとともに、河川整備計画と同程度の河道掘削及びそれに伴

う樹木伐採を行い、河道内の水が流れる断面積を増大させる。
■下条、賀茂、金沢の各霞堤地区では霞堤を存置し洪水貯留効果を期待する。
■各霞堤地区には小堤（暫定堤防）を設置し、浸水被害を軽減する。
■河道掘削を行ったところから段階的に治水効果が発揮され、地下ダム完成時には安全度が大幅に向上する。
■地表部の改変が少なく、自然環境や景観への影響が少ない。
■地下ダム設置により、多くの掘削土砂が発生するため、その運搬や処理が課題となる。
■工事にともなう周辺地下水位の低下が懸念される。
■総概算コスト：約8,200億円
■工期：地質調査等を行っていないため掘進量が不明であり不確定

治水対策案２７（地下ダム＋3霞堤存置）

※総概算コストは、概略で算定しているため変更となることがある

※治水対策案に関する関係機関との事前協議や調整は行っていない

※治水対策案の用地買収等に関わる地権者等の関係者との事前協議
や調整は行っていない

※総概算コストには、残事業費、維持管理費等が含まれている

組合せ

○

対策 霞堤の取扱

現行＋1案遊水地として活用
貯める ○ 買収掘削等、積極活用

流す 存置して活用

設楽ダム建設地点に
19,000千m3相当の地下

トンネル施設を設置

空気管

P

排水施設（ポンプ設備）
越流堰

地下トンネル φ15ｍ
延長５ｋｍ×４８本＝２４０km

V=１９，０００千m3

地下ダムイメージ

【河道で流す】 地下ダム＋河道掘削＋霞堤の存置（3霞堤）
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パブリックコメントにおける新たな対策案の追加について
（利水、流水の正常な機能の維持対策案）

【利水対策案】
１．第２回検討の場において設楽ダムに代わる利水対策案を再評価実施要領細目で示された１３方策

から豊川に適用可能な方策を単独、組み合わせて利水対策案を１４案を立案した。

２．パブリックコメントにおいて新たな対策案として３案の提案があった。

①「地下に貯留空間を作る案。」
②「木曽川流域から導水する案。」
③「天竜川と矢作川から同時に導水する案」

３．利水対策案について、１４案に加えて新たな対策案３案を追加し１７案の立案とする。

【流水の正常な機能の維持対策案】
１．第２回検討の場において設楽ダムに代わる利水対策案を再評価実施要領細目で示された１３方策

から豊川に適用可能な方策を単独、組み合わせて利水対策案を１２案を立案した。
２．パブリックコメントにおいて新たな対策案として４案の提案があった。
①「旧東上霞に貯留施設を作る案。」
②「地下に貯留空間を作る案。」
③「木曽川流域から導水する案。」
④「天竜川と矢作川から同時に導水する案」
３．流水の正常な機能の維持対策案について、１２案に加えて新たな対策案４案を追加し１６案の立

案 とする。

●前回提示した複数の利水、流水の正常な機能の維持対策案にパブリックコメントにおい
て提案のあった新たな対策案を追加する。
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ダム 設 楽 ダ ム

河道外貯留施設
（調整池）

河道外貯留
施設

（調整池）

河道外貯留
施設

（調整池）

河道外貯留
施設

（調整池）
地下貯留施設

ダム再開発
（かさ上げ・掘削）

宇連ダム

ダム再開発
（かさ上げ

・掘削）
宇連ダム

ダム再開発
（かさ上げ

・掘削）
宇連ダム

ダム再開発
（かさ上げ

・掘削）
宇連ダム

ダム再開発
（かさ上げ・掘削）

大島ダム

ダム再開発
（かさ上げ

・掘削）
大島ダム

水系間導水
（天竜川）

水系間導水
（木曽川）

水系間導水
（天竜川＋
矢作川）

水系間導水
（矢作川）

地下水

ため池 ため池 ため池

海水淡水化 海水淡水化 海水淡水化 海水淡水化

水源林の保全 水源林の保全 水源林の保全 水源林の保全 水源林の保全 水源林の保全 水源林の保全 水源林の保全 水源林の保全 水源林の保全 水源林の保全 水源林の保全 水源林の保全 水源林の保全 水源林の保全 水源林の保全 水源林の保全 水源林の保全

既得水利の
合理化・転用

渇水調整の
強化

渇水調整の
強化

渇水調整の
強化

渇水調整の
強化

渇水調整の
強化

渇水調整の
強化

渇水調整の
強化

渇水調整の
強化

渇水調整の
強化

渇水調整の
強化

渇水調整の
強化

渇水調整の
強化

渇水調整の
強化

渇水調整の
強化

渇水調整の
強化

渇水調整の
強化

渇水調整の
強化

渇水調整の
強化

節水対策 節水対策 節水対策 節水対策 節水対策 節水対策 節水対策 節水対策 節水対策 節水対策 節水対策 節水対策 節水対策 節水対策 節水対策 節水対策 節水対策 節水対策

雨水・中水利
用

雨水・中水利
用

雨水・中水利
用

雨水・中水利
用

雨水・中水利
用

雨水・中水利
用

雨水・中水利
用

雨水・中水利
用

雨水・中水利
用

雨水・中水利
用

雨水・中水利
用

雨水・中水利
用

雨水・中水利
用

雨水・中水利
用

雨水・中水利
用

雨水・中水利
用

雨水・中水利
用

雨水・中水利
用

需
要
面
・
供
給
面
で
の

総
合
的
な
対
応
が

必
要
な
も
の

1 2 12

供
給
面
の
対
応

（
河
川
区
域
外

）

整　備　計　画 3 1097

供
給
面
の
対
応

（
河
川
区
域
内

）

4 5 6

利水対策案

17 18 198 1614 15

注）組み合わせ案は、検証主体が独自に検討したものであり機械的に組み合わせたものである。
注）１１，１３は欠番

利水対策案選定の一覧表

前回までに立案した案 今回追加した案
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流水の正常な機能の維持対策案選定の一覧表

注）組み合わせ案は、検証主体が独自に検討したものであり機械的に組み合わせたものである。
注）７，１４～１６は欠番

前回までに立案した案 今回追加した案

ダム 設楽ダム

河道外貯留
施設

（調整池）

河道外貯留
施設

（調整池）

河道外貯留
施設

（調整池）

河道外貯留
施設

（調整池）

地下貯留施
設

河道外貯留
施設

（旧東上霞）

ダム再開発
（かさ上げ

・掘削）
宇連ダム

ダム再開発
（かさ上げ

・掘削）
宇連ダム

ダム再開発
（かさ上げ

・掘削）
宇連ダム

ダム再開発
（かさ上げ

・掘削）
宇連ダム

ダム再開発
（かさ上げ

・掘削）
宇連ダム

ダム再開発
（かさ上げ

・掘削）
大島ダム

ダム再開発
（かさ上げ

・掘削）
大島ダム

ダム再開発
（かさ上げ

・掘削）
大島ダム

ダム再開発
（かさ上げ

・掘削）
大島ダム

水系間導水
（天竜川）

水系間導水
（木曽川）

水系間導水
（天竜川

＋矢作川）

水系間導水
（矢作川）

地下水

ため池 ため池 ため池

水源林の保
全

水源林の保
全

水源林の保
全

水源林の保
全

水源林の保
全

水源林の保
全

水源林の保
全

水源林の保
全

水源林の保
全

水源林の保
全

水源林の保
全

水源林の保
全

水源林の保
全

水源林の保
全

水源林の保
全

水源林の保
全

水源林の保
全

既得水利の
合理化・転用

渇水調整の
強化

渇水調整の
強化

渇水調整の
強化

渇水調整の
強化

渇水調整の
強化

渇水調整の
強化

渇水調整の
強化

渇水調整の
強化

渇水調整の
強化

渇水調整の
強化

渇水調整の
強化

渇水調整の
強化

渇水調整の
強化

渇水調整の
強化

渇水調整の
強化

渇水調整の
強化

渇水調整の
強化

節水対策 節水対策 節水対策 節水対策 節水対策 節水対策 節水対策 節水対策 節水対策 節水対策 節水対策 節水対策 節水対策 節水対策 節水対策 節水対策 節水対策

雨水・中水利
用

雨水・中水利
用

雨水・中水利
用

雨水・中水利
用

雨水・中水利
用

雨水・中水利
用

雨水・中水利
用

雨水・中水利
用

雨水・中水利
用

雨水・中水利
用

雨水・中水利
用

雨水・中水利
用

雨水・中水利
用

雨水・中水利
用

雨水・中水利
用

雨水・中水利
用

雨水・中水利
用

流水の正常な機能の維持対策案

109 116 12 13851

需
要
面
・
供
給
面
で
の

総
合
的
な
対
応
が

必
要
な
も
の

43

供
給
面
の
対
応

（
河
川
区
域
外

）

整　備　計　画

供
給
面
の
対
応

（
河
川
区
域
内

）

2 17 18 19 20
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◇対策案の概要
■地下を掘削して確保する空間に流水を貯留する。
■地表部の改変が少なく 、自然環境や景観への影響が少ない。

■地下ダム設置により、多くの掘削土砂が発生するため、その運搬や処理が課題となる。
■貯留水の水温変化や工事にともなう周辺地下水位の低下が懸念される。
■総概算コスト：WA 約4,700億円、N 約2兆1,600億円
■工期：関係者調整を伴うため不確定

※WA：利水 N：流水の正常な機能の維持 ※総概算コスト、工期は、概略で算定しているため変更となることがある
※対策案の施設規模は設楽ダム新規利水13,000千m3、流水の正常な機能の維持60,000千m3としている

追加対策案１７（地下貯留施設） ○

WA

○検討の対象

N

◇地下ダム式の貯留施設

◇対策案位置図

設楽ダム建設地点に
地下トンネル施設を設置

空気管

P

排水施設（ポンプ設備）
越流堰

地下ダムイメージ

《ＷＡ》

延長５ｋｍ×３４本＝１７０Ｋｍ
V=１３，０００千ｍ3

《Ｎ》
延長５ｋｍ×１５４本＝７７０Ｋｍ

V=６０，０００千ｍ3

地下トンネル φ１５ｍ
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水系間導水（木曽川）

◇対策案の概要
■木曽川から新規に導水を実施することによって必要量を確保する。
■木曽川における取水制限は近年２０年間で１４回発生し、取水制限率も豊川に比べ厳しく設定されており、新規に導水

するには木曽川の関係河川使用者等との調整が必要となる。
■総概算コスト：関係者調整を伴うため不確定
■工期：関係者調整を伴うため不確定

※WA：利水 N：流水の正常な機能の維持

追加対策案１８（水系間導水） ○

WA

○検討の対象

N

◇豊川と木曽川水系の渇水状況

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 ２月 ３月
H　1

H　2

H　3

H　4

H　5

H　6

H　7

H　8

H　9

H　10

H　11

H　12

H　13

H　14

H　15

H　16

H　17

H　18

H　19

H　20

H　21

年度
発生
年度

取水制限の発生期間 　　　　　　豊川水系　　　　　　　木曽川水系

◇対策案位置図

豊川流域

木曽川流域

新規導水

・木曽川ではＨ２年～平成２１年の２０年間で１４回（年単位で算出）
の取水制限が実施されている。

・隣接の水系のため同じような時期に取水制限となることがある
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水系間導水（天竜川及び矢作川）

◇対策案の概要
■天竜川及び矢作川から新規に導水を実施することによって必要量を確保する。
■天竜川における取水制限は近年２０年間で１１回、矢作川でも近年２０年間で１１回発生しており、新規に導水するには

両河川の関係河川使用者等との調整が必要となる。
■総概算コスト：関係者調整を伴うため不確定
■工期：関係者調整を伴うため不確定

※WA：利水 N：流水の正常な機能の維持

◇豊川と天竜川及び矢作川の渇水状況

追加対策案１９（水系間導水） ○

WA

○検討の対象

N

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 1 0 月 1 1 月 1 2 月 1 月 ２ 月 ３ 月

S ５ ２

S ５ ３

S ５ ４

S ５ ５

S ５ ６

S ５ ７

S ５ ８

S ５ ９

S ６ ０

S ６ １

S ６ ２

S ６ ３

H 　 1

H 　 2

H 　 3

H 　 4

H 　 5

H 　 6

H 　 7

H 　 8

H 　 9

H 　 1 0

H 　 1 1

H 　 1 2

H 　 1 3

H 　 1 4

H 　 1 5

H 　 1 6

H 　 1 7

H 　 1 8

H 　 1 9

H 　 2 0

H 　 2 1

発 生
年 度

取 水 制 限 の 発 生 期 間

年 度

　 　 　 　 　 　 豊 川 水 系 　 　 　 　 　 　 　 天 竜 川 水 系 　 　 　 　 　 　 　 矢 作 川 水
系 自 主 節 水 期 間

豊川流域

矢作川流域

新規導水
天竜川流域

新規導水

◇対策案位置図・天竜川ではＨ２年～平成２１年の２０年間で１１回（年単位で算出）、
矢作川でも１１回の取水制限が実施されている。

・隣合う水系のため同じような時期に取水制限となることがある
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追加対策案２０【河道外貯留施設（旧東上霞）】

◇対策案の概要
■旧東上霞堤地区を掘削して容量を確保する。
■旧東上霞堤地区で確保できる容量：１０，４００千m3であり整備計画で目標としている必要量を確保できない。

■概算コスト：関係者調整を伴うため不確定

※N:流水の正常な機能の維持
※対策案の施設規模は設楽ダム流水の正常な機能の維持60,000千m3としている。

ー

WA

○検討の対象

N
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